
　

市
役
所
の
庁
舎
は
、「
本
庁
舎
」

「
別
館
」「
新
館
」
の
３
つ
か
ら
構

成
さ
れ
、
最
も
古
い
本
庁
舎
は
、

間
も
な
く
60
年
を
迎
え
ま
す
。
庁

舎
は
現
在
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
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じ
め
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
行
政
機
能
を
維
持
し
て
い
く
上

で
、
老
朽
化
な
ど
、
大
き
く
６
つ

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
学

識
経
験
者
や
市
内
公
共
的
団
体
の

代
表
で
組
織
す
る
新
庁
舎
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
新
庁
舎
整
備

　ここからは、既存庁舎の課題や新庁舎の必要性、どのような方向性で作るか（基本方針・空間構造等）、
建設場所や財源の考え方などを取りまとめた「垂水市新庁舎建設基本計画骨子案」の概要についてご紹介い
たします。

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
、
庁
舎
整

備
の
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
「
基

本
構
想
」
を
決
定
し
、
現
在
、
庁

舎
機
能
や
整
備
位
置
等
、
庁
舎
建

設
に
必
要
な
事
項
を
ま
と
め
た

「
基
本
計
画
」
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
基
本
計
画

の
骨
子
案
の
概
要
を
公
表
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
活
用
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新庁舎
づ く り を 考 え る

その誕生から約 60 年
市民と伴に歩んだ役所庁舎たちの

将来を考える時期がやってきました
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　 新館 shinkan

●   庁舎概要　保健・福祉・水産商工
　　　　　　観光・水道・土木の５課
　　　　　　を集約
●   建 築 年　1993 年（平成 5年）
●   経過年数　24年（３階建）
●   延床面積　770㎡
●   そ の 他　本庁舎に併設して建設
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　 別館 bekkan

●   庁舎概要　市民課の一部（相談）
　　　　　　選挙管理委員会など
●   建 築 年　1978 年（昭和 53 年）
●   経過年数　39年（３階建）
●   延床面積　486.28㎡
●   そ の 他　民間から平成 7年に
　　　　　　建物を取得。
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　 本庁舎 honchousya

●   庁舎概要　生活環境課や教育委員会
　　　　　　を除く行政執行部、議会
　　　　　　などを集約した施設
●  建 築 年　1958 年（昭和 33 年）
●   経過年数　59年（３階建）
●   延床面積　2,888.50㎡
●   そ の 他　昭和 35年・45 年に増築
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現
在
の
庁
舎
は

３
つ
建
物
で
構
成

新庁舎づくりの考え方  ～垂水市新庁舎建設基本計画骨子案の概要～

MEMO
本庁舎は、昭和 32 年の火災によ
り旧木造庁舎が焼失し、昭和 33 年、
当時では各市より早く鉄筋コンク
リート造で建て替えられました。

既存庁舎の
６つの課題

新庁舎建設の基本方針

１既存庁舎６つの課題  と  新庁舎建設の必要性・基本方針
　新しい庁舎整備は、現在の庁舎が持つ６つの課題解決を行い、市民サービス向上や防災拠点としての役割を果たす

ことが求められています。このことから、早期の新庁舎の整備が必要と考えています。

●耐震補強や機能更新が必要

　新耐震基準を充足しておら
　ず耐震性が低い。大きな地
　震で倒壊の危険性も想定。

●バリアフリーへの対応不足

　本庁舎は、バリアフリーに対応
　できておらず、整備についても
　スペースが不足しており、適切
　な対応を施すことが困難。

●配置計画の制限

　効率的な行政運営に必要な
　組織の合理化や効率化を図
　る際、建物形状から配置計
　画の制約が多い状況にある。

●高度情報化対応への限界

　建物が ICT 化※に対応できる
構造ではなく、また、自家発電
装置がないため、停電時に災害
対策や行政事務に支障がある。

※情報に加え、コミュニケーション性、情報・

　知識の共有が念頭におかれた技術のこと。

●面積的ゆとり不足

　市民窓口や相談室、会
　議室等のスペースが狭
　く、駐車場も日常的に
　満車に近く苦情が寄せ
　られている。庁舎機能
　と市民利便性が低下。

●災害に強い庁舎

　庁舎の耐震性が低く、ま
　た、災害発生時において
　防災拠点に必要な機能が
　十分とはいえない。

課題 1

老朽化

課題 2
狭あい化

課題 4
バリア
フリー

課題 5
安全
安心

課題 3
行政運営

新庁舎の
必要性

●市民に親しまれる、やさしい庁舎
　市民が親しみを持ち、開放的で人や情
報の交流の場や、市民のニーズに柔軟に
対応し、利用しやすい庁舎を目指します。

●市民に開かれた議会機能
　「開かれた議会、親しみのある議会」
に向けて本会議等が容易に傍聴でき、ロ
ビーなどでも議会中継を視聴することが
できる庁舎を目指します。

●周辺環境と調和した庁舎
　庁舎は、垂水市のシンボル的な役割が
期待されます。地球環境に配慮し環境負
荷の低減に努め、桜島降灰対策等にも配
慮するなど景観との共生を目指します。

●市民生活を守る防災拠点
　市民の安全、安心な暮らしを支えるた
め、自然災害発生時の防災拠点として防
災対策機能を備えた庁舎を目指します。

基本方針 1
親しみ・やさしさ

基本方針 2
防災拠点

●効率的・経済的な庁舎
　公共施設等の整備にあたっては、垂水

市公共施設等総合管理計画に基づき、公

共施設にかかるコストを削減し、将来の

財政負担の軽減・平準化を図り、総合的

かつ長期的視点で施設のマネジメントが

行われる庁舎とします。また、将来の市

民ニーズの変化に伴う組織改編に柔軟に

対応でき、レイアウトの自由度が高く、

機能性、効率性に配慮し、省エネ対策、

長期的な維持管理費の低減など経済効率

の高い庁舎を目指します。

基本方針 3
効率的・経済的

基本方針 4
開かれた議会

基本方針 5
環境調和

課題 6
高度

情報化

242018（平成 30）年 2月 - 広報たるみず25 Tarumizu  City  Public  Relations


